
豊田市 産業部 農林振興室
森林課 森づくり担当 鈴木康平
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地域づくりと一体となった森づくりについて
～森づくり会議・団地方式（集約化）の次の展開に向けて～
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■目次
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４. 今後の展開
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１. 森づくり会議・団地化後の現状



32

団地化
H20 20団地 308ha
H21 48団地 782ha
H22 63団地 1,108ha
H23 57団地 1,166ha
H24 45団地 1,073ha
H25 56団地 1,230ha
H26 47団地 1,091ha
H27 42団地 1,054ha
H28 48団地 1,246ha
H29 48団地 1,098ha
H30 36団地 912ha
R01 44団地 1,062ha
R02 38団地 1,104ha
R03 35団地 1,100ha

合計 627団地 14,335ha

■森づくり会議・団地化の進捗
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■押井地域森づくり会議

押井地域森づくり会議

設立 平成20年５月31日
構成員 27名（H20）
団地 ４団地 計77ｈａ
活動エリア 豊田市押井町
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■押井地域森づくり会議・団地の状況
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■押井地域森づくり会議・団地の状況（人工林のみ）
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■押井地域森づくり会議・団地の状況

押井町について

森林 153ｈａ （森林率 85％）
人工林 80ｈａ （人工林率 52％）
団地 77ｈａ （団地化率 96％）
平均林齢 55年生
平均立木密度 1,000本／ha
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■目次

２. 森づくり会議・団地化の問題



■森づくり会議・団地化の問題
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◆人工林整備の将来的な財源・人材不足

• 今後の再間伐に向けた財源や人材が不足す
る恐れ

◆森林所有者の森林離れ

• 所有林への意識が薄くなっている

• 代替わりした場合、所有林の境界を確認する
機会がない

◆森づくり構想と団地計画の乖離

• ゾーニングができていない
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■目次

３. 地域づくりと一体となった森づくり（モデル事業）



■新たな取組
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【地域と一体となった森づくり】

概
要

・地域づくりと森づくりについて
話し合う場の創出

・地域がやりたいことの抽出

・森林課が応援できる支援策の検討

狙
い

・行政や森組だけでなく、
地域による人工林の管理体制の構築

・森林所有者の森林離れの阻止

・構想に沿ったゾーニングの推進



■押井地域との話し合い
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・雑木,竹林を整備したい

・裏山の広葉樹が危ない

・田んぼの日照が悪い

・都会の人が山にも来て欲しい

・山林を使って新しいことがしたい

・田舎でゆっくりできる場所が欲しい

・地域の山村文化を知りたい

・自然観察会を開催したい

地域の人 関係人口
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■県交付金事業を活用した里山林整備

◆事業名 里山林整備事業（県税）

◆森林対象 天然林（竹林・大径木）

◆活動団体 押井地域森づくり会議
とよた山笑会
自給家族

◆活動場所 押井町内 普賢院周り

◆整備区域 4.95ha

◆整備内容 竹林・大径木伐採

◆施設整備 管理道作成、駐車場設置、
仮設トイレの設置

◆目的
森林関係人口の増加
持続可能な地域づくり

源流米ミネアサヒ（10kg）米袋

2022年1月13日発刊の新三河タイムスより抜粋



■事業計画 (R5～)

43事業内容：竹林・大径木伐採,管理道作成、駐車場設置,仮設トイレの設置
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■国交付金事業を活用した人工林整備

◆事業名
森林・山村多面的機能発揮

対策交付金（林野庁）

◆森林対象 人工林

◆活動団体 とよた山笑会
（森林ボランティア）

◆活動場所 押井町内

◆整備区域 1.70ha

◆整備内容 人工林の間伐

◆目的
人工林の公益的機能の継続的発揮
発生した木材の地域内での有効活用

※申請中
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■目次

４. 今後の展開



■今後の取組

46

・モデル事業の状況を検証

・市全域への展開を検討

・各地域での森林の持続的な管理・活用を支援


